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本体
感電に注意して、本体部をからぶきしてください。本体内部への水分の侵入については十分に注意してください。　　　

　　

液晶画面のクリーニング　
感電に注意して、本体部をからぶきしてください。本体内部への水分の侵入については十分に注意してください。

換気量計
各種チューブを換気量計から外し、水で薄めた台所用中性洗剤で洗浄した後、消毒用エタノールで洗浄してください

その後、直射日光をさけて自然乾燥させてください。

※血液の付着など高度な汚染を受け、滅菌処理が必要と判断される場合には、中性洗剤で付着物の前洗浄を行った後、下記いずれ

かの方法にて滅菌をおこなってください。

滅菌方法の詳細については製剤／機器メーカーが規定する使用方法に従ってください。

a) 2W/V%グルタルアルデヒドを用いた化学的滅菌

b) エチレンオキサイドガス（EOG）によるガス滅菌　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
呼気チューブ
換気量計から取り外した後、接続部、チューブ表面を中性洗剤で清拭してください。

呼気マスク
本体部接続コネクタから取り外し、水で薄めた台所用中性洗剤を薄めたぬるま湯で洗浄します。

その後、よくすすぎ、直射日光をさけて自

然乾燥させてください。その後、アルコール綿で接触部を拭いてください。

※滅菌対応の呼気マスクを滅菌する際は、汚れを洗浄し消毒後に、121℃15 分の高圧蒸気滅菌を推奨します。　　
　　　　
ヘッドネット
水で薄めた台所用中性洗剤を薄めたぬるま湯で洗浄します。その後、よくすすぎ、直射日光をさけて自然乾燥させてください。 
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遵守しなかった場合

消毒方法NG（取説記載内容） 

本体　　　　　　
センサ破損やセンサー感度に影響を及ぼす可能性があります。

センサに異常をきたした場合は正確な測定が行えなくなります。必ず記載の方法を遵守するようにしてください。　　　　

本体　
機器を液体の中に沈めないでください。　　　　　

換気量計
洗浄後は必ず乾燥した状態で使用してください。本体が稼働時に実施する際は、必ず呼気チューブの接続を外してから清掃を

実施してください。

滅菌処理をする際は必ず指定の製剤を使用してください。
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